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技術名称 ＣＭＴ工法（複合推進工法） 担当部署 営業部

ＮＥＴＩＳ登録番号 ＫＫ-１５００２４-Ａ　 担当者 岡村　道夫

社名等 株式会社　推研 電話番号 06-4303-6026

技術概要 １.技術開発の背景及び契機

　ＣＭＴ工法（複合推進工法）の原点は岩盤推進にあります。岩盤推進は、岩盤の種類・
強度によりビットの摩耗はさまざまです。しかも、岩盤も一般土質と同様に変化が著し

く、ある位置のボ－リング調査による岩強度が50MN/m2であっても、数m先の岩強度

が100MN/m2となることはよくあることです。通常の掘進機では、頻繁なビット交換が必

要となり、その都度掘進機先端部分に地上から中間立坑を構築して対処する方法がと

られていました。しかし、都市圏で地下埋設物が輻輳する道路上においては、中間立坑
の構築が困難な場合が多く、ビット交換のできない工法での推進計画は不適とされてい

ました。このことより、切羽状況の確認、ビット交換が機内から行えることを基本構成とし

た新たな掘進機の開発が望まれていました。

２.技術の内容
　本工法は、種々の施工条件に対応する複合したシステムを組み合わせたことが、

ＣＭＴ工法（Compound Mini Tunnel）の命名といわれています。その代表的なシステム

は、次のようになっています。

①ＣＭＴ岩盤推進システム

　呼び径800mmの掘進機より、カッタを外周駆動方式とすることで、隔壁部に「点検扉」
を装備し、ビット交換が機内から可能な構造としています。岩盤でも推進距離がビット寿

命に左右されることはありません。

②ＣＭＴ長距離推進システム（フローティングシステム）

　フローティングシステムは、掘進と同時に形成されるテ－ルボイドに粘土の塑性体で

ある緩み土圧抑制材を連続的に圧送・充填することで、テルツァギ－の緩み土圧の発
生を抑制するシステムです。その緩み土圧抑制材の内部に生じる塑性体の「ズリ変形

抵抗」を推進抵抗と据え、推進計画をします。変形抵抗を推進抵抗とすることによって、

緩み土圧による推進抵抗を抑制し、大幅な推力低減と長期間のテ－ルボイドを保持　

します。

③ＣＭＴ切羽障害物撤去システム
　本工法は、隔壁に「点検扉」を装備していることから、推進中に切羽の異常（切羽監

視センサ、掘削音）、搬出残土に混入物など、障害物遭遇の種々の情報をキャッチす

れば、推進を中止し、「点検扉」を開けてチャンバ内から切羽の状況を直接目視します。

このことにより現状を正確に把握して最適な判断と対応が掘進機内から行えます。

３.技術の効果

　ＣＭＴ工法は、隔壁に装備した「点検扉」を開閉する機構とすることにより、ビット交換

が機内より可能となり、ビット交換のための立坑構築が不要となって計画的な推進設

計が行えます。

　その「点検扉」を利用して、機内ビット交換と同じ要領で障害物の目視確認・除去が
可能となります。

　緩み土圧抑制材の変形抵抗を推進抵抗とすることによって、大幅な推力低減と長期

間のテ－ルボイド保持ができ、長距離推進施工が可能となります。

４.技術の範囲
・推進工事が、軟弱土から岩盤までの広範囲の土質条件に適用可能です。

・切羽に障害物が存在する地盤でも掘進機内から対応可能です。

・フローティングシステムの採用により、1kmを超える超長距離推進が可能です。

５.活用実績

国の機関　　　３件（九州　　０件、 九州以外　　　３件）　
自治体　　 ５５８件（九州　９１件、 九州以外　４６７件）

民間　 　　 　５７件（九州　  ７件、 九州以外　　５０件）

技 術 概 要
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６.写真・図・表

　

　

　　　　　図－１　ＣＭＴ複合推進工法掘進機概要図

　　　　　　　　　　　　　　
　　　 　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　　写真－１　ロ－ラ－ヘッド　　　　　　　　　　　　　　　　写真－３　掘進機内状況

　　　　　 　　写真－２　硬質土対応型ヘッド 　　　　写真－４　「点検扉」の開放

         写真－５　切羽で切断・回収された鋼材 　　　　　　　　　　　写真－６　緩み土圧抑制材

強力なﾄﾙｸを有す
るｶｯﾀ-駆動部

点検扉

二次破砕用
ｸﾗｯｼｬ-駆動部
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技 術 概 要 
 

技術名称 重金属不溶化材「デナイトシリーズ」 担当部署 資源事業部 土壌ｿﾘｭｰｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ 

NETIS登録番号 KT-140040-VR 担当者 松山 祐介 

社名等 太平洋セメント株式会社 電話番号 03-5801-0354 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 有害物質による土壌汚染事例の判明件数の増加が著しく、土壌汚染による健康影響の懸念や 

対策の確立への社会的要請が強まっている状況を踏まえ、2003年に土壌汚染対策法が施行され

ました。法施行後は汚染をすべて除去する掘削除去の偏重が課題となり、経済性や汚染土壌の有

効利用を図る工法の開発が求められました。2010年3月に土壌汚染対策法の一部が改正され、低

濃度レベルの自然由来汚染が法の対象とされて以降、大型公共工事での不溶化処理による掘削土

の有効利用が年々増加しています。 

 

２．技術の内容 

本技術は、セメントを使用しない非セメント系の不溶化材です。酸化マグネシウムを主成分と

し、副成分に無機材料を加えて成分調整することで、汚染土壌から有害物質の溶出を抑制するこ

とが可能となりました。なお、汚染の種類や濃度に応じて、３種類の製品をデナイトシリーズと

してラインナップしました。 

デナイトシリーズを使用することで、不溶化効果とともに強度発現性を付与することも可能で

あるため、汚染土壌の改良・改質効果を期待でき、不溶化処理土を盛土等の土木工事に有効利用

することが可能となります。そのため、掘削除去に比べて工事全体の対策費を数分の一に抑制す

ることが可能となりました。 

 

３．技術の効果 

（デナイト） 

酸化マグネシウムは弱アルカリ性を示すことから、高アルカリ性を示すセメント系固化材では

対応できない汚染濃度や鉛、ひ素、ふっ素などの第二種特定有害物質への適用が図れます。 

また、主成分の酸化マグネシウムには六価クロムが含まれないため、二次汚染の発生など周辺

環境への影響の抑制が図れます。 

さらに、一般的な地盤改良材と同様の施工が可能であることから、添加方法（粉体およびスラ

リー）や施工機械など特別な仕様を必要としないことから、掘削除去対策に比べて工事費用を削

減することも可能となります。 

 

（デナイトMP） 

 無機質系材料を加えたことにより、迅速に水和反応を高めるので、攪拌3時間後の固化性能の

向上が図れます。また、酸化マグネシウムと中和反応を起こすので、中性領域(pH5.8～8.6)での

固化・不溶化処理を可能とします。 そのため、河川や港湾などアルカリが周辺環境に影響を及

ぼす場合においても使用することが可能となりました。 

 

（デナイトCR） 

無機質系材料を加えたことにより、六価クロムや水銀と反応して無害化するので、不溶化効果

の向上が図れます。 

 

４．技術の適用範囲 

・添加量の設定のため、事前の配合試験が必要となります。 

・粉体材料であるため、粉塵が発生する場合があります。 

・大雨、強風時の施工は不可となります。 

・気温(0～40℃)の範囲使用ください。 

 

５．活用実績（2020年3月31日現在） 

国の機関  77 件 （九州 6件 、九州以外 71件 ）  

自治体   57 件 （九州 2件 、九州以外 55件 ）  

民  間  95 件 （九州 3件 、九州以外 92件 ）  
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表 デナイトシリーズの特徴 

写真 デナイト外観 

表 デナイトの処理事例（室内配合試験） 

図 デナイトCRの処理事例 

図 デナイトMPの処理事例 

      （pH性能） 

図 デナイトMPの処理事例 

     （不溶化性能） 

写真 バケットスタビ（粉体） 写真 自走式改良機（粉体） 

写真 スタビライザ（粉体） 写真 トレンチャー（スラリ－） 

写真 機械攪拌（スラリ－） 写真 スラリープラント 
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